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講評 

 

問題は大問４題で，［３］［４］は選択式である。難易度は平均すれば標準的であるが，部分的に易しくないものがあり，７０分でも

全問解答は大変に感じる。 合格ラインは７割弱くらいであろうが，焦らずに難易度の高いものを避けて解答すれば，物理得意の

諸君は得点８割も狙えそうである。 

 

［１］２物体の単振動を重心系から見る問題である。発展問題以上のものがしっかり出来 

   る必要がある。 

［２］電磁誘導，交流と単振動を組み合わせた問題で，(4)(5)はあまりやり慣れていない 

   かもしれない。時間的なことを考えると，三角関数の微分も使いたくなる。 

［３］標準的なくさび型干渉である。 

［４］熱･気体にばねが関係する問題であるが，特に考えにくい部分は無い。 

 

  ［３］［４］を短時間で終了し，［２］で落ち着いて得点したい。 

 


